
　「サポーティブハウスって何？」と、よく聞かれます。 ヶ崎のまちで簡易宿所を改装・転業し、365日24 時間ス
タッフをおいて、入居者の自立生活を支援する共同住宅のことです。

　 ヶ崎に最初のサポーティブハウスが登場したのが2000 年。刻 と々変化していくまちを元気にしたい。地域とと
もに生活する人たちを支えていきたい。そんな、熱い思いで語り合うオーナーたちが自ら立ち上がり、NPO法人サポー
ティブハウス連絡協議会を設立法人化して10 年が経ちました。

　家がない、独り、病気、障がい、認知症……など、さまざまな困難を抱えた方々に、まず住居の確保を。そして、
住み慣れたまちで安心して暮らせるように、サポーティブハウスでの継続的な支援を模索してきました。サポーティ
ブハウス単独ではなく、地域の社会資源と手を取り合った包括的な支援につながっています。

　今回のシンポジウムでは、第1部に東京から「ふるさとの会」前代表理事の水田恵氏をお迎えしてご講演いただ
きます。その後、サポーティブハウスの実態調査を足がかりに、東京と大阪の生活困窮者支援の共通点と違い、行
政との連携、また民間による支援を地域で継続していくためのマネジメントなどにも話題を広げ、皆さまとディスカッ
ションしていきます。

サポーティブハウスにおける
居住支援と生活支援

第１部 基調講演「東京における『支援付き住宅』の展開」
水田 恵（ふるさとの会 前代表理事）

第２部 調査報告「『あいりん地域』におけるサポート付きアパートの入居者属性と支援
に関する実態調査（サポーティブハウス実態調査）」

第３部 パネルディスカッション
コーディネーター

寺川 政司（近畿大学建築学部准教授）

パネリスト

水田 恵　

山田 尚実（サポーティブハウス連絡協議会）

西口 宗宏（サポーティブハウス連絡協議会）

懇親会 天王寺都ホテル（当麻の間 5F）

開催日時：2014 年 7月20日（日）14:00-17:00（懇親会は17:15-19:00）
開催場所：天王寺都ホテル（高取の間5F）大阪市阿倍野区松崎町 1-2-8

【主催・お申し込み・お問合せ先】

NPO 法人サポーティブハウス連絡協議会　〒557-0004　大阪市西成区萩之茶屋1-5-14

TEL/FAX：06-7506-8321　E-mail：sapokyou4649@gmail.com　WEB：http://supportivehouse.jp/

14:00-14:50

15:00-15:30

15:30-17:00

17:15-19:00

NPO 法人サポーティブハウス連絡協議会　設立10周年記念シンポジウム 2014

参加無料

調査チーム：白波瀬達也（関西学院大学社会学部）、山田尚実、平川隆啓（地域・研究アシスト事務所）、
稲田七海（大阪市立大学都市研究プラザ）、冨永哲雄（大阪市立大学大学院文学研究科）



水田 恵（みずた めぐむ）
1947年、兵庫県生まれ。67歳。山谷での日雇労働などの経験を経て、90 年に「ボランティアサークルふるさ
との会」を発足。99 年「NPO 法人自立支援センターふるさとの会」を設立。08 年 3月まで代表理事を務める。
現在は、ふるさとの会顧問。09 年 3月に政策提言・企画起業支援を担う「NPO 法人すまい・まちづくり支援
機構」を設立し、代表理事に。また、同年７月には「更生保護法人同歩会」が法務大臣より認可を受け、代
表理事に。

西口 宗宏（にしぐち むねひろ）
サポーティブハウス「おはな」、ホテル「ラッキー」オーナー。「NPO 法人サポーティブハウス連絡協議会」副
代表理事。「大阪府簡易宿所生活衛生同業組合」理事。「大阪国際ゲストハウス地域創出委員会」の委員長も
務める。萩之茶屋連合町会第六町会の会長や、萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会社の共同代表など、幅広
く地域との関わる。また、西成区特区構想では、「環境・福祉」、「こども・子育て」、「観光振興」など、エ
リアマネジメント協議会の各専門部会のメンバーとしてもまちづくりに取り組む。

寺川 政司（てらかわ せいじ）
近畿大学建築学部准教授、CASEまちづくり研究所顧問。1998年より「 ヶ崎のまち再生フォーラム」の設立メンバー
として地域のまちづくりに参画。地域通貨やサポーティブハウスの検討など、地域資源を活用したつながりを再構築する
まちづくりを支援。04年以降は、大阪市まちづくり専門家派遣事業にて萩之茶屋地域のまちづくりに関わり、12年より
西成特区構想有識者座談会委員として「エリアマネジメント組織の設置」や「リノベーション特区」を提案。現在、「（仮
称）萩之茶屋まちづくり拡大会議」、および「萩之茶屋地域周辺まちづくり合同会社」のコーディネーターとして支援。

山田 尚実（やまだ なおみ）
2001年に立ち上げたサポーティブハウス「メゾンドヴューコスモ」オーナー。11年より「NPO 法人サポーティ
ブハウス連絡協議会」代表理事。「西成特区構想有識者座談会」では、ゲストスピーカーとして地域の実態を
報告。その後、西成区特区構想に関わるエリアマネジメント協議会で、「環境・福祉専門部会」のメンバーとし
て参画。ワンストップ型トータルケア・ネットワークとして始まった「あいりん地域モデルケース会議」のメンバー
として関わるなど、地域とともに居住支援・生活支援に取り組む。

プロフィール

サポ協 10 周年シンポジウム 参加申込書

氏名

所属団体等

住所

電話番号

メールアドレス

〒　　　　　ー

（　　　　　）　　　　　　－

※なお、ご記入いただいた個人情報は、当シンポジウムの申し込みのためだけに使用し、その他の目的に利用したり第三者へ提供はいたしません。

FAX 送付先：06-7506-8321（※7月1日以降利用可）
　　　　　　06-6632-6832（※6月30日までの臨時 FAX）
メール送信先：sapokyou4649@gmail.com申込み年月日　2014 年　　　月　　　日

※参加をご希望の方は、お申し込み先に下記の必要事項を記入のうえ、FAX※、または電子メールでお申し込みください。

シンポジウム　参加（　　　　　人）・不参加　　　懇親会　参加（　　　　　人）・不参加
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